平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 3，We’re Talking8
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

　Promise to~.で約束する会話をすることができる。

評価方法：

【スピーキングテスト（ダイアログ）】
教師と生徒のロールプレイによるテストを行う。場面は海外でホームステイをした生徒が帰国をする時の別れの会話である。カードを見せた後に，教師が生徒を一人ずつ面接する。生徒にはPromise to ～を使って約束する会話をさせ，その出来を評価する。
留意点

テストの際は，生徒が元の教室に戻って情報交換することがないように，人の動きに配慮する（例えば教室1に待機させ，教室2で試験実施後，教室3に移動させる。また，待機中及びテスト終了後に行う課題を与えておく。）ことが必要である。
評価基準：A・B・Cの3段階

A:　Promise to come to Japan in the nearly future.と約束する会話ができ，別れに関わる文を追加の情報として言っている。

　　B:　Promise to come to Japan in the nearly future.と約束する会話ができている。

　　C:　約束する会話ができていない。
評価課題：

ロールプレイカード

あなたは海外でホームステイをした後，帰国するためホストファミリーと別れを惜しんでいます。近い将来，日本に来るよう相手に約束をしてもらって下さい。
解答例：
Teacher: A  ホームステイ先のお母さん（お父さん）

Student: B　ホームステイから帰国する生徒　

A :（相手の名前）I’ll really miss you.

B: And I’ll miss you, too.  Promise to come to Japan in the nearly future.

　There are a lot of interesting places to visit in Japan.　

A: I promise.  It’ll be nice to see you in Japan.   

B: I think so, too.  Well, it’s time to go. 

A: Take care,（相手の名前）.

B: I will.  Goodbye.  It’s been great.
留意点

　基本的には授業で学習したSkitを元にした会話である。したがってあまり自由度は求められない。

ここでの評価対象はPromise to come to Japan in the nearly future.の部分なので，それ以外の部分の出来は評価基準に到達しているかの判断には影響を与えない。


















